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平
成
30
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
目
標
を
示
し
た「
第
２
次
那
珂
川

町
総
合
振
興
計
画
」の
前
期
基
本
計
画
が
計
画
の
中
間
年
度
で
あ
り
、
成
果
や
効
果
を
見
な
が
ら
進
捗
状
況

に
応
じ
た
施
策
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
具
体
的
・
重
点
的
施
策
で
あ
る「
那
珂

川
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」や
、
平
成
31
年
度
に
対
象
期
間
の
終
了
を
迎
え
る「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」が
仕
上
げ
段
階
に
入
る
た
め
、
進
捗
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、82
億
6
千
万
円
と
な
り
、前
年
度
予
算
に
対
し
、１
億
１
千
万
円
増（
１
・

３
％
増
）の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、旧
本
庁
舎
及
び
旧
小
川
庁
舎
の
解
体
工
事
や
、

畜
産
担
い
手
育
成
事
業
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
が
増
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳入の構成については、大きく分けて自主財源（町税や使用料、手数料など町独
自でまかなえるもの）と依存財源（地方交付税、国・県支出金、町の借金である町債
等）の２つに分けられます。
自主財源については、町税のうち、法人税、軽自動車税は増額となりますが、固
定資産税、町たばこ税等が減額となるほか、分担金及び負担金や、基金繰入金等が
減額となったため、自主財源は、30億1,679万円で、構成比は36.5％、自主財源の
中心となる町税は、19億301万円で歳入全体の23.0％となっています。
依存財源では、地方消費税交付金や、国庫支出金については減額となりますが、
県支出金や、町債につきましては対象事業の増額に伴い大幅な増額となり、依存財
源は52億4,321万円で、構成比は、63.5％となりました。依存財源の中心となる地
方の財源保障のための地方交付税は、30億円で歳入全体の36.3％を占めており、町
債のうち財源補てんのための臨時財政対策債は２億7,000万円を計上いたしました。

自主財源は全体予算の36.5％に 平
成
30
年
度

予
算

町税 19億301万 23.0％

36.5％

自
主
財
源 

30億1,679万円

繰入金 ６億2,844万 7.6％

分担金及び負担金 １億3,855万 1.7％

使用料及び手数料 8,678万 1.1％

その他の自主財源 ２億6,001万 3.1％

地方交付税 30億 36.3％

63.5％

依
存
財
源 

52億4,321万円

町債 ６億7,400万 8.2％

国庫支出金 ５億2,936万 6.4％

県支出金 ５億4,115万 6.6％

その他の依存財源 ４億9,870万 6.0％

歳入　82億6,000万円

一般会計・特別会計・企業会計予算額（前年との比較） （単位：千円，％）

項　　　目
会　計　区　分 平成30年度 平成29年度 比較増減 対前年度比率

一 般 会 計 8,260,000 8,150,000 110,000 1.3

特 別 会 計

ケーブルテレビ事業 650,000 475,000 175,000 36.8
国 民 健 康 保 険 2,090,000 2,540,000 △450,000 △17.7
後 期 高 齢 者 医 療 211,000 191,000 20,000 10.5
介 護 保 険 1,945,000 1,830,000 115,000 6.3
下 水 道 事 業 310,000 304,000 6,000 2.0
農 業 集 落 排 水 事 業 51,000 48,000 3,000 6.3

計 5,257,000 5,388,000 △131,000 △2.4

企 業 会 計
上 水 道（ 支 出 計 ） 304,500 310,630 △6,130 △2.0
東部簡易水道（支出計） 383,300 403,830 △20,530 △5.1

計 687,800 714,460 △26,660 △3.7
総　　　　　　　計 14,204,800 14,252,460 △47,660 △0.3
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歳出については、町の厳しい財政状況を踏まえ、事業の平準化に努めるとともに、前例や既成概念にとらわれず、
必要性、緊急性、費用対効果を検証し、町民の安心・安全な生活基盤を構築するための予算といたしました。
目的別の主な事業について、民生費では、認定こども園維持管理運営費、障害者福祉サービス事業費や児童手当
支給事業費のほか、後期高齢者医療費や介護保険特別会計繰出金などです。
総務費では、デマンド交通、馬頭烏山線運行経費や、ケーブルテレビ事業特別会計繰出金のほか、まちづくり等
に要する経費です。
公債費は、合併特例債や過疎対策事業債のほか、臨時財政対策債等の町債の元金及び利子の支払に要する経費です。
土木費は、道路新設改良費、町道維持補修費のほか、町営住宅等管理費や公共下水道事業繰出金などです。
このほか、教育費、衛生費、農林水産業費、消防費、商工費などとなっています。
歳出の性質別内訳は、建設事業費などの投資的経費と人件費や物件費などの消費的経費、公債費などのその他の
経費の３つに分けることができます。投資的経費は、7億8,536万円で、構成比は9.5％、消費的経費は、51億7,093
万円で、構成比は62.7％となりました。また、その他の経費は、23億371万円で、構成比は27.8％となっています。

投資的経費は９．５％に

性質別
人件費 16億1,707万 19.6％
物件費 14億2,063万 17.2％
補助費等 13億4,275万 16.3％
扶助費 ７億1,489万 8.7％
維持補修費 7,559万 0.9％
消 費 的 経 費 51億7,093万円 62.7％
普通建設事業費 ７億8,535万 9.5％
災害復旧事業費 １万 0.0％
投 資 的 経 費 7億8,536万円 9.5％
繰出金 12億2,269万 14.8％
公債費 ９億361万 10.9％
貸付金 １億4,247万 1.7％
積立金 844万 0.1％
その他 2,650万 0.3％
そ の 他 23億371万円 27.8％

目的別
民生費 22億2,416万 26.9％
総務費 13億147万 15.8％
公債費 ９億361万 10.9％
土木費 ８億3,070万 10.1％
教育費 ８億999万 9.8％
衛生費 ７億2,205万 8.7％
農林水産業費 ５億98万 6.1％
消防費 ４億4,815万 5.4％
商工費 ４億1,768万 5.1％
その他 １億121万 1.2％

歳出　82億6,000万円

町民１人当たりの目的別の予算額は （平成30年３月１日現在人口16,753人）

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 （単位：円）

5,742 77,686 132,762 43,100 29,904 24,931
土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 予備費 合計

49,585 26,751 48,349 １ 53,937 299 493,047
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平成30年度予算の主要施策（一般会計予算）

元気で明るく暮らせるまちをつくる
○母子保健事業 32,756千円
〇福祉相談センター事業 10,000千円
○障害者福祉サービス費 351,003千円
○児童手当支給事業 190,960千円
○こども医療費助成事業 3,760千円
○南那須地区広域行政事務組合病院費負担金
 89,750千円

快適に暮らせるまちをつくる
○地方道路交付金事業 159,000千円
○町道改良舗装事業 147,500千円
○デマンド交通運行事業 19,500千円
〇住宅・建築物耐震改修等事業 14,703千円
○常備消防、非常備消防管理運営 389,655千円
〇高齢者運転免許証自主返納支援事業 1,000千円

活力をおこすまちをつくる
○畜産振興事業 58,843千円
○中部中山間地域総合整備事業 64,800千円
〇木材需要拡大事業 18,000千円
○とちぎの元気な森づくり事業 26,135千円
○商工業振興事業 38,519千円
○デスティネーションキャンペーン事業
 3,382千円

人を育むまちをつくる
○馬頭高等学校通学費等の助成 8,100千円
○小学校の管理運営 129,934千円
○中学校の管理運営 64,602千円
〇社会教育の推進 4,389千円
〇スポーツの振興 7,597千円
○文化振興事業 15,302千円
○国際交流事業 6,413千円

まちづくりの３大重点プロジェクト
○「雇用の創出」推進プロジェクト
・企業立地促進、雇用促進奨励事業 108,500千円
○「結婚・出産・子育て」推進プロジェクト
・認定こども園の管理運営(３園) 180,936千円
・結婚新生活支援事業 1,200千円
・産前、産後サポート事業 704千円
○「新しい人の流れ創出」推進プロジェクト
・子育て支援住宅整備事業 20,100千円
・地域おこし協力隊事業 25,020千円
・プレミアム商品券発行事業 20,000千円

人と自然が共生するまちをつくる
○ごみ収集事業 233,086千円
○し尿処理対策事業 75,867千円
○生ごみ堆肥化事業 16,653千円
○低炭素まちづくり推進設備等導入事業 4,000千円

ともに考え行動するまちをつくる
○なかがわ元気プロジェクト事業 5,500千円
○木質資源出荷促進地域活性化事業 1,000千円
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詳しくは、下記までお問い合わせください。
問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会　☎0287-92-1111

那珂川町議会議員選挙のお知らせ
投　票　日　平成30年４月22日（日）　午前７時～午後７時
告　示　日　平成30年４月17日（火）

『この一票　みんなで築く　那珂川町』

投票できる方投票できる方
・平成12年４月23日以前に生まれた方
・平成30年１月16日以前に住民票が作成され、引き続き３か月以上住民
基本台帳に登録されている方

期日前投票について期日前投票について
期　間　　平成30年４月18日（水）から21日（土）まで
時　間　　午前８時30分～午後８時
場　所　　役場新庁舎　多目的活動室（馬頭期日前投票所）
　　　　　小川公民館　大会議室（小川期日前投票所）

不在者投票について不在者投票について
病院や施設に入院入所中の方、町内に住所を有する方で町外
に滞在している方は、不在者投票ができます。町外に滞在して
いる方は、郵便でのやりとりとなるため、お早めに選挙管理委
員会へご相談ください。

◆馬頭第３投票所が変わります◆◆馬頭第３投票所が変わります◆
（新）　役場新庁舎　多目的活動室
（旧）　馬頭総合福祉センター　研修室
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智
子

社
会
福
祉
士 

立
川　

正
史

保
健
師 

柴
田　

理
美

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
9
6
）2
1
6
1

課
長
補
佐
兼
小
川
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長 

髙
瀨　

敏
之

子
育
て
支
援
課

☎（
9
2
）1
1
1
5

課
長 

稲
澤　

正
広

課
長
補
佐 

薄
井　

和
夫

●
子
育
て
支
援
係

係
長 

谷
田　

克
彦

主
事 

鈴
木　

倫
央

主
事 

小
幡　

優
子

主
事
補 

益
子　

ゆ
か

●
母
子
保
健
係

係
長 

磯
野　

律
子

保
健
師 

髙
橋　

麻
紀

保
健
師 

手
束　

奈
津

臨
床
心
理
士 

原
口　

正
人

な
か
の
こ
認
定
こ
ど
も
園

☎（
9
2
）2
2
0
2

主
幹
兼
園
長 

○
大
金　

浩
子

教
頭 

○
髙
橋　

和
子

主
幹
保
育
教
諭 

○
伊
藤
由
紀
子

保
育
教
諭 

天
沼　

久
恵

保
育
教
諭 

髙
瀬　
　

弘

保
育
教
諭 

星　
　

将
司

保
育
教
諭 

岡
安　

柚
佳

保
育
教
諭 

益
子　
　

恵

保
育
教
諭 

森
山　

佳
澄

保
育
教
諭 

佐
藤
雅
佑
子

主
任
調
理
員 

岡　
　

文
子

主
任
調
理
員 

川
那
子
和
枝

ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園

☎（
9
2
）2
3
0
1

主
幹
兼
園
長 

○
永
森
あ
つ
子

教
頭 

○
佐
藤　

尚
巳

保
育
教
諭 

加
藤　

剛
史

保
育
教
諭 

長
谷
川
文
香

平
成
30
年
度 

那
珂
川
町
職
員
配
置
一
覧

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴
う
、
職
員
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
異
動（
新
規
採
用
者
含
む
）が
あ
っ
た
職
員
は
青
字
、
○
は
昇
任
者
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保
育
教
諭 

薄
井
裕
香
子

保
育
教
諭 

藤
澤
佳
代
子

保
育
教
諭 

川
井　

愛
純

保
育
教
諭 

髙
野　

優
希

保
育
教
諭 

森　
　

千
花

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り

☎（
9
2
）5
0
5
5

技
術
員 

大
森
美
弥
子

わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園

☎（
9
6
）5
2
2
1

主
幹
兼
園
長 

○
大
森　

尚
美

教
頭 

○
川
上　

清
美

主
幹
保
育
教
諭 

○
髙
野　

路
康

保
育
教
諭 

永
井　

千
穂

保
育
教
諭 

伊
藤
佐
由
加

保
育
教
諭 

佐
藤　

有
加

保
育
教
諭 

田
代　

寿
樹

保
育
教
諭 

白
石　

牧
子

保
育
教
諭 

岡　
　

珠
美

保
育
教
諭 

菊
池　

美
穂

保
育
教
諭 

小
口　
　

歩

保
育
教
諭 

黒
川　

聖
華

保
育
教
諭 

北
條
由
布
子

保
育
教
諭 

高
野
恵
梨
奈

保
育
教
諭 

鈴
木　

東
理

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
あ
ゆ

☎（
9
6
）5
2
2
3

保
育
教
諭 

菊
地
真
祐
美

建
設
課 

☎（
9
2
）1
1
1
8

課
長 

○
益
子　

泰
浩

課
長
補
佐 

○
星　
　

善
浩

●
管
理
係

係
長 

田
邊　

康
行

課
付
係
長 

星　
　

裕
之

主
査 

五
江
渕
美
智
子

主
事 

小
高
美
奈
子

●
土
木
建
築
係

係
長 

長
山　

康
志

主
査 

菊
地　

宏
明

主
事 

川
上　

雅
彰

専
門
員 

穴
山
喜
一
郎

●
地
籍
調
査
係

係
長 

小
室　

達
夫

主
事 

関
谷　

龍
太

主
事 

小
森　

亮
利

※
栃
木
県
烏
山
土
木
事
務
所
派
遣

課
付
技
師 

深
澤　

啓
太

農
林
振
興
課 

☎（
9
2
）1
1
1
3

課
長 

坂
尾　

一
美

課
付
課
長（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
併
任
） 

 

大
森　

新
一

主
幹
兼
課
長
補
佐

○
小
室　

利
雄

●
農
政
係

係
長 

鈴
木　

浩
史

主
事 

水
井　
　

巧

主
事
補 

津
久
井
仁
也

●
農
林
整
備
係

係
長 

磯
野　
　

大

課
付
係
長 

○
露
久
保　

諭

主
事 

藤
澤　

祐
紀

主
事 

髙
橋　

智
也

専
門
員 

山
口　
　

守

農
地
調
整
係（
農
業
委
員
会
事
務

局
併
任
）

係
長 

藤
田　

洋
美

主
査 

小
髙　
　

恵

商
工
観
光
課 

☎（
9
2
）1
1
1
6

課
長 

○
薄
井　
　

亮

課
長
補
佐
兼
商
工
係
長

○
渋
谷　

直
樹

●
商
工
係

主
事 

野
上　

康
二

●
観
光
係

係
長 

石
井　

里
子

主
事 

小
林　

愛
美

会
計
課 

☎（
9
2
）1
1
1
7

会
計
管
理
者
兼
課
長

橋
本　

民
夫

課
長
補
佐 

江
口　

義
男

●
会
計
係

係
長 

佐
藤　
　

武

主
事 

齋
藤　

梨
菜

学
校
教
育
課 

☎（
9
2
）1
1
2
4

課
長 

板
橋　

了
寿

課
長
補
佐 

笠
井　

真
一

課
長
補
佐（
指
導
主
事
）田邊

美
代
子

課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

加
藤　

啓
子

●
学
校
管
理
係

係
長 

豊
田　

博
之

主
事 

佐
藤　

智
子

●
学
校
教
育
係

課
付
係
長

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン　

ケ
ビ
ン

主
査 

福
田　

貴
行

主
事 

興
野　
　

瞳

臨
床
心
理
士 

齋
藤　

優
紀

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎（
9
2
）2
0
4
9

主
幹
兼
所
長 

小
髙　

誠
一

課
付
係
長 

齋
藤　

貴
之

生
涯
学
習
課　

☎（
9
2
）1
1
3
5

課
長 

○
佐
藤　

裕
之

課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

屋
代　

真
一

●
生
涯
学
習
係

社
会
教
育
主
事 

佐
藤　
　

崇

課
付
係
長 

友
田　

哲
也

主
事 

小
髙　

三
恵

専
門
員 

星　
　

文
子

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

係
長 

川
上　

昌
之

主
事 

板
山　

篤
史

主
事 

山
﨑　

真
衣

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

☎（
9
6
）3
3
6
6

●
文
化
振
興
係

係
長 

大
金　

典
彦

主
査 

近
藤　

美
幸

学
芸
員 

金
子　

智
美

馬
頭
広
重
美
術
館☎（

9
2
）1
1
9
9

課
長
補
佐
兼
事
務
長

笠
井
智
恵
子

主
任
学
芸
員 

長
井　

裕
子

学
芸
員 

山
内　

れ
い

議
会
事
務
局 

☎（
9
2
）1
1
7
0

局
長 

笹
沼　

公
一

局
長
補
佐
兼
議
事
係
長岩

村　

房
行

●
庶
務
係

係
長 

長
家
佳
奈
子

上
下
水
道
課 

☎（
9
2
）2
0
0
2

課
長 

田
代　

喜
好

課
長
補
佐
兼
業
務
係
長

○
齋
藤　

昌
代

●
業
務
係

主
査 

藤
田　

智
大

主
事 

薄
井　

里
枝

●
水
道
係

係
長 

橋
本　

秀
一

技
師 

 

佐
藤
将
太
郎

主
事 

佐
藤　

勇
生

業
務
員 

菊
池　

一
彦

●
下
水
道
係

係
長 

川
上　
　

浩

主
査 

○
川
俣　

貴
弘

主
事
補 

本
多　

美
玲
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◆
退
任
者（
３
月
31
日
付
け
）

那
珂
川
町
副
町
長 

岡　

由
樹
夫

◆
退
職
者（
３
月
31
日
付
け
）

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

山
口　
　

守

建
設
課
長 
穴
山
喜
一
郎

学
校
教
育
課
長 
薄
井　

健
一

企
画
財
政
課
長 

佐
藤　

美
彦

生
涯
学
習
課
主
幹
兼
馬
頭
図
書
館

館
長 

星　
　

文
子

子
育
て
支
援
課
主
幹
兼
わ
か
あ
ゆ

認
定
こ
ど
も
園
長 

大
森
美
弥
子

総
務
課
付
課
長
補
佐
兼
小
川
出
張

所
総
務
係
長 

坂
尾　

三
穂

子
育
て
支
援
課
長
補
佐網

野　

幸
恵

子
育
て
支
援
課
長
補
佐
兼
ひ
ば
り

認
定
こ
ど
も
園
長 

鈴
木　

政
江

上
下
水
道
課
長
補
佐

岡　

多
恵
子

生
涯
学
習
課
長
補
佐

山
口　

武
彦

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長

加
藤
美
智
子

学
校
教
育
課
指
導
主
事高

橋　
　

徹

建
設
課
主
査 

田
代　

敏
樹

生
涯
学
習
課
主
事 

田
口　

寛
崇

わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教

諭 

佐
藤　

希
美

ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教
諭

小
泉　
　

怜

上
下
水
道
課
主
任
技
術
員

菊
池　

一
彦

寄
贈【
3
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書「
さ
よ
な
ら
、
田
中
さ
ん
」

　
　

岡　
　

典
子
様（
北
向
田
）

図
書「
S
E
N
S
I
T
I
V
E

C
R
E
A
T
U
R
E
S
」

　
　

佐
藤　

靖
佳
様（
大
那
地
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
へ

１
万
円

　
　

石
澤　

英
夫
様（
宇
都
宮
市
）

１
万
円

　
　

甲
斐　

和
子
様

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

２
万
円

　
　

宮
本　

麻
琴
様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

３
万
円

　
　

益
子　

和
弘
様（

健
武
１
２
２
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

１
万
円

　
　

匿
名　
　
　
　
（
５
２
１
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
事
業
へ

タ
オ
ル
56
本

　
　

川
上　

信
子
様（
小
川
）

前
列
右
か
ら
、

齋
藤　

優
紀（
学
校
教
育
課
）

髙
野
恵
梨
奈

（
わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園
）

森　
　

千
花

（
ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園
）

鈴
木　

東
理

（
わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園
）

佐
藤
雅
佑
子

（
な
か
の
こ
認
定
こ
ど
も
園
）

後
列
右
か
ら
、

川
上　
　

篤（
税
務
課
）

津
久
井
仁
也（
農
林
振
興
課
）

益
子　

ゆ
か（
子
育
て
支
援
課
）

本
多　

美
玲（
上
下
水
道
課
）

本
多
和
佳
子（
健
康
福
祉
課
）

谷
田　

直
史（
住
民
課
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

☎（
9
2
）2
8
2
5

隊
員 

戸
松　

淑
朗

隊
員 

佐
藤　

豊
彦

隊
員 

駒
馬　

悠
子

隊
員 

星　
　

里
奈

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
、
６
月
１
日
時
点
で
実
施

し
ま
す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の

重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
調
査
票
に
御
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
統
計
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
2
4
2

企
画
財
政
課

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
4

新
規
採
用
職
員
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社会教育主事

佐藤　崇
（生涯学習課）

指導主事

田邊美代子
（学校教育課）

工業統計キャラクター
コウちゃん
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ア
メ
リ
カ　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村

青
少
年
海
外
体
験
学
習
報
告

　

平
成
29
年
度
町
青
少
年
海
外
体
験
学
習
は
、
３
月
９
日
か
ら
20
日
ま
で
の
12
日
間
、
米
国
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
な
ど
を
訪
問
し
ま

し
た
。
今
回
で
25
回
目
の
訪
問
と
な
り
、
生
徒
12
人（
馬
頭
中
８
人
、
小
川
中
４
人
）と
星　

君
子
団
長
、
事
務
局
２
人
の
総
勢
15

人
の
訪
問
団
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
滞
在
で
の
８
日
間
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活

を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

海
外
体
験
学
習
で
の
出
会
い
や
感
動
、
関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、
生
徒
の
感
想
と
写
真
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

月日 地名 日程

３/９（金）すこやか共生館集合成田発⇒ニューヨーク
すこやか共生館・出発式　⇒　成田空
港　⇒　ケネディ空港（NYC）　⇒　
ホテルへ（ジャマイカ市）

３/10（土）ジャマイカ市　⇒ホースヘッズ村
ホースヘッズ村（移動）　⇒　ホストフ
ァミリーと対面、ホストファミリー宅
へ

３/11（日）

ホースヘッズ村

ホストファミリーと一緒にピザ作り体
験、歓迎夕食会

３/12（月） ホストファミリーと一緒に登下校・授
業参加、スポーツナイト

３/13（火） コーニングガラス博物館見学、ハンズ・
アン・ガラスのガラス工芸体験

３/14（水） リッジロード小学校訪問、書道、折り
紙で交流、ゼィムハウス見学

３/15（木） メイプルシロップ作り、バターミルク
滝見学

３/16（金） ホストファミリーと一緒に登下校・授
業参加、ありがとうパーティ

３/17（土） ホストファミリーと過ごす

３/18（日）ホースヘッズ村　⇒ニューヨーク市

ホースヘッズ村　⇒　ニューヨーク
（移動）
　⇒　ニューヨーク市内見学（自由の
女神）

３/19（月）ニューヨーク発（機中泊）ケネディ空港　⇒　成田空港

３/20（火）成田着すこやか共生館解散
成田空港　⇒　すこやか共生館着、帰
国式
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僕
に
と
っ
て
海
外
体
験
学
習
は
、

毎
日
が
新
し
い
発
見
で
満
ち
溢
れ

て
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
と
は
違

い
小
さ
な
村
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
僕
の
こ
と
を

と
て
も
喜
ん
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
土
産
を
買
う
と
き
に
は

一
緒
に
選
ん
で
く
れ
た
り
、
日
本

と
は
違
う
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ル
を

教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

僕
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

優
し
さ
を
十
分
に
感
じ
ま
し
た
。

僕
は
、
海
外
体
験
学
習
を
終
え

て
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
ず
、
文
化
の
違
い
に
戸
惑
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
か
ら
積
極
的
に
分
か
ら
な
い

こ
と
や
困
っ
た
こ
と
を
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
話
し
て
み
る
と
、
す

ぐ
に
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
の
人
々
は
、
と

て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く

れ
て
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

僕
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
で
学
ん

だ
こ
と
を
日
本
で
十
分
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

僕
は
、
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
時

に
日
本
が
と
て
も
恋
し
く
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

家
族
が
、
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ

て
か
ら
の
約
９
日
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
僕
た
ち
の
た
め
に
、
夜
遅
く

ま
で
買
い
物
に
付
き
合
っ
て
も
く

れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
現
地
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
、
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
別
れ
の

日
に
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
が
恋

し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
考
え

方
や
物
の
見
方
な
ど
が
変
わ
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
約
２
週
間
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
て
み
て
、
学
ぶ
と
こ

ろ
感
動
す
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
自
分
で
は
、
ア
メ
リ

カ
の
家
族
や
学
生
の
よ
う
に
外
国

人
に
親
し
く
で
き
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

失
敗
し
た
時
も
、
ず
っ
と
心
配
し

な
い
で
と
言
っ
て
い
た
だ
き
す
ご

く
感
動
し
ま
し
た
。

長
い
よ
う
で
短
い
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
僕
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の
友
達

と
も
う
一
つ
の
家
族
が
で
き
ま
し

た
。

本
ほんだ

多　幹
みきや

也さん（小川）
小川中２年

佐
さとう

藤 優
ゆうのすけ

之介さん（小川）
小川中２年

穴
あなやま

山 浩
こう た

大さん（浄法寺）
小川中２年

圓
つむらや

谷　亮
りょうすけ

介さん（小川）
小川中２年
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何
事
に
も「
t
r
y
」し
て
み
る
。

私
は
、
海
外
体
験
学
習
に
参
加
す

る
に
あ
た
り
、
３
つ
の
目
標
を
立

て
ま
し
た
。「
自
ら
積
極
的
に
話
し

か
け
に
行
く
」「
不
安
で
も
挑
戦
す

る
」「
実
際
の
家
庭
で
、家
族
の
よ

う
に
接
す
る
」こ
れ
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、そ
の
分
身
に
つ
く
も

の
も
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

挑
戦
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
新
し
い
発
見
、
こ
の

２
週
間
は
、
と
て
も
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
長
い

よ
う
で
短
か
っ
た
こ
の
期
間
で
、

ア
メ
リ
カ
に
新
し
い
故
郷
が
出
来

ま
し
た
。

私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験

し
た
り
学
校
に
行
っ
た
り
し
て
思

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

生
活
文
化
の
違
い
と
食
生
活
の
違

い
で
す
。
学
校
で
は
、
昼
休
み
の

時
間
と
給
食
の
時
間
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
授
業
の
休
み
時
間
が

わ
ず
か
４
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
に
も
授
業
は
10
時
間
目
ま
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
食
生
活
で
も

朝
は
シ
リ
ア
ル
、
お
昼
は
ピ
ザ
、

夜
に
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
い
う
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
違
う
と

こ
ろ
は
多
く
て
も
と
て
も
充
実
し

た
２
週
間
に
な
り
ま
し
た
。

僕
は
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
体
験
し
た
こ

と
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
行

っ
た
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
学

校
は
40
分
間
の
授
業
が
10
時
間
目

ま
で
あ
っ
た
の
で
、
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
学
校
の
人
達
は
、

み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
気
軽
に

「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
も
仲
良
く

な
れ
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

僕
が
思
っ
て
い
た
規
模
よ
り
ホ

ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
が
か
な
り
大
き
か

っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
僕
は
テ

ン
バ
ス
家
に
お
世
話
に
な
り
、
楽

し
め
る
企
画
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
休

み
時
間
が
４
分
し
か
な
く
て
忙
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
昼
食
の
時
間
に

お
や
つ
を
食
べ
た
り
友
達
が
笑
わ

せ
て
く
れ
た
り
し
て
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
テ
ン
バ
ス
家
で
は
最
初

緊
張
し
て
気
軽
に
話
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
後
半
は
家
族
の
一
員
の

よ
う
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

僕
は
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験

を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
そ
う

と
思
い
ま
す
。

鈴
すずき

木　開
かいと

翔さん（富山）
馬頭中２年

山
やまだ

田　　甫
はじめ

さん（馬頭）
馬頭中２年

杉
すぎもり

森　照
しょうじゅ

樹さん（大内）
馬頭中２年

鈴
すずき

木　　快
かい

さん（馬頭）
馬頭中２年
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私
は
ア
ッ
プ
ル
バ
ッ
カ
ー
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
ホ
ー

ス
ヘ
ッ
ズ
村
で
私
が
と
て
も
印
象

に
残
っ
た
こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
１
つ
目
は
学
校
で
す
。
休
み

時
間
が
短
い
こ
と
と
、
ア
メ
や
ガ

ム
を
食
べ
な
が
ら
授
業
を
受
け
て

い
る
こ
と
や
髪
を
染
め
た
り
化
粧

を
し
た
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
た
。
２
つ
目
は
地
下
室
で
す
。

お
母
さ
ん
の
実
家
に
も
半
地
下
が

あ
り
友
達
の
家
に
も
地
下
室
が
あ

り
ま
し
た
。

研
修
で
の
経
験
を
今
後
の
生
活

の
中
で
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
海
外
体
験
学
習
で
、
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校
は
、
40
分

間
の
授
業
で
特
に
先
生
が
説
明
す

る
こ
と
は
な
く
、
日
本
で
い
う
プ

リ
ン
ト
学
習
の
よ
う
な
授
業
が
多

く
驚
き
で
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
や

ガ
ム
の
交
換
を
し
た
り
、
休
み
時

間
は
４
分
間
し
か
な
い
こ
と
な
ど
、

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
学
校
の

人
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
も
、
と

て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
充

実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
海
外
派
遣
学
習
に
参
加

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
、
ゲ
イ
ニ
ツ
家
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
し

ま
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
あ

ま
り
会
話
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
英
語
が
分
か
ら
な
く

て
も
知
っ
て
い
る
単
語
な
ど
を
使

っ
て
と
て
も
楽
し
く
会
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
海
外

派
遣
で
の
私
の
目
標
は「
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
の
方
々
と
楽
し
く
会
話

し
、
伝
統
や
文
化
を
知
る
」こ
の

目
標
を
十
分
に
達
成
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
の
皆
様
、
役

場
の
方
、
家
族
、
派
遣
団
員
の
皆

様
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
」と
い
う
目
標
を
た
て

ま
し
た
。
最
初
は
と
て
も
不
安
で

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
不
安
は

一
気
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
わ
か
ら
な

そ
う
に
し
て
い
る
と
簡
単
な
言
葉

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
く
れ

ま
し
た
が
、
２
日
目
、
３
日
目
に

は
、
だ
い
た
い
聞
き
と
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ

で
体
験
し
た
こ
と
す
べ
て
が
、
最

高
の
思
い
出
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
事
業
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
人
全
員
に
感
謝
し

た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

阿
あ べ

部　葉
はづき

月さん(北向田)
馬頭中２年

永
ながせ

瀬　公
こうが

雅さん(小砂)
馬頭中２年

小
お や ま だ

山田　葵
あおい

さん(馬頭)
馬頭中２年

菊
きくち

池　明
あすか

桂さん(富山)
馬頭中２年

ホームステイウィークエンド
in 那珂川2018春（田植え）

ホストファミリー
を募集します

県内在住の外国人（大学の
留学生や学校の外国語指導者
（ＡＬＴ）等）の方々と１泊２
日、一緒に過ごしてみません
か。
参加する外国人の方々は、
那珂川町での普段の生活や農
業体験を楽しみにやってきま
す。特別なことは必要ありま
せん。遠くの友人がやってき
た、そんな気持ちで受け入れ
てみませんか。
国際交流を楽しみたい方、
外国語が得意な方、上手にな
りたい方など、どなたでも奮
ってご応募ください！

田植え体験
日時　５月12日（土）
午前10時～午後１時30分頃
下芳井公民館近く圃場
※ 日程については変更になる
場合がありますのでご了承
ください。

ホームステイ
日時　５月12日（土）
午後～13日（日）の昼ごろまで

申し込み締め切り
４月20日（金）

申し込み・問い合わせ
那珂川町教育委員会
生涯学習課
☎0287-92-1135
E-mail
sgaku@town.tochigi-

nakagawa.lg.jp
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保
険
料
率
は
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
等
の
影
響
に
よ
る
１
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増

加
等
に
対
応
す
る
た
め
、
２
年
に
一
度
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
軽
減
措
置

【
所
得
の
低
い
方
へ
の
軽
減
措
置
】

●
総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控
除
額（
33
万

円
）を
差
し
引
い
た
額
が
58
万
円
以
下
の

方
は
、
所
得
割
額
が
２
割
軽
減
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
軽
減
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
均
等
割
額
の
９
割
、
8.5
割
軽
減
の
特
例
措

置
は
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
継
続
さ

れ
ま
す
。

●
均
等
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減

判
定
所
得
基
準
が
引
上
げ
ら
れ
、
均
等
割

額
５
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
数

に
乗
ず
る
金
額
が
27
万
円
か
ら
27
万
５
千

円
に
、
２
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
数
に
乗
ず
る
金
額
が
49
万
円
か
ら
50
万

円
に
変
わ
り
ま
す
。

【
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
へ

の
軽
減
措
置
】

●
均
等
割
額
が
７
割
軽
減
か
ら
５
割
軽
減
に

見
直
さ
れ
ま
す
。
な
お
、【
所
得
の
低
い
方

へ
の
軽
減
措
置
】の
９
割
、
8.5
割
軽
減
に

該
当
す
る
方
は
、
そ
ち
ら
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

所
得
割
額
は
今
ま
で
ど
お
り
、
賦
課
さ
れ

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５（
代
表
）

国
民
健
康
保
険
の
税
率
を
改
正
し
ま
す

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
栃
木

県
と
な
り
ま
す
。
町
で
は
、
県
よ
り
示
さ
れ

た
納
付
金
額
や
標
準
税
率
に
基
づ
き
、
国
民

健
康
保
険
税
率
を
算
定
し
ま
し
た
。
国
民
健

康
保
険
財
政
の
健
全
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

那
珂
川
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮

問
し
、
答
申
を
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
基

に
平
成
30
年
度
か
ら
国
保
税
の
税
率
を
改
正

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
税
率
改
正
で
は
、
固
定
資
産
の
あ

る
被
保
険
者
に
対
し
課
税
し
て
い
た
資
産
割

を
廃
止
し
、
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の

３
方
式
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
割
・
２
割
軽
減
判
定
所
得
基
準

も
、
平
成
30
年
度
か
ら
引
き
上
げ
る
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
制
度
が
改
正
さ
れ
て
も
資
格
の
異

動
や
給
付
の
手
続
き
、
保
険
税
の
納
め
方
な

ど
は
従
来
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
全
な
国
保
財
政
の
運
営
を
図
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
保
険
年
金
係

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
２

現在の税率
区分 医療分 後期高齢者

支援金分 介護分

所得割 6.6％ 1.7％ 1.4％
資産割 28.0％ 7.0％ 5.0％
均等割 21,000円 7,000円 7,000円
平等割 22,000円 6,000円 6,000円
限度額 54万円 19万円 16万円
７割軽減判定基準所得　33万円
５割軽減判定基準所得

33万円＋27万円×被保険者数
２割軽減判定基準所得

33万円＋49万円×被保険者数

平成30年度からの税率
区分 医療分 後期高齢者

支援金分 介護分

所得割 6.2％ 2.5％ 2.0％
資産割 0％ 0％ 0％
均等割 24,000円 10,000円 10,000円
平等割 21,000円 7,000円 6,000円
限度額 54万円 19万円 16万円
７割軽減判定基準所得　33万円（変更なし）
５割軽減判定基準所得

33万円＋27万5千円×被保険者数
２割軽減判定基準所得

33万円＋50万円×被保険者数

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の

保
険
料
率
等
に
つ
い
て

平
成
28
・
29
年
度 

 

平
成
30
・
31
年
度

・
均
等
割
額 

４
万
３
２
０
０
円 

↓ 

４
万
３
２
０
０
円（
変
更
な
し
）

・
所
得
割
率 

８
・５
４
％ 

↓ 

８
・５
４
％（
変
更
な
し
）

・
賦
課
限
度
額 

57
万
円 

↓ 

62
万
円
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の お 知 ら せ
〇固定資産税（土地）の課税の見直しについて〇固定資産税（土地）の課税の見直しについて
　平成30年度は、３年に１度の評価替えの年になります。 
　那珂川町でも、町内202地点の標準宅地の不動産鑑定を実施し、固定資産税（土地）の評価替えを行いました。
　今回の評価替えでは、宅地及び雑種地について、課税台帳、家屋台帳、地籍簿、地番図及び航空写真等で調査し、
課税の見直しを実施しました。
　宅地の課税の見直し内容
①　住宅用地の確認
住宅用地に対して、小規模住宅用地及び一般住宅用地の課税軽減措置が、適正に行われているかどうかを確認

しました。
②　住宅用地以外の地目に住居が建っている場合
登記簿の地目が田畑等であっても、住居が建っている場合は、現況（課税）地目を宅地としました。

　雑種地の課税の見直し内容
①　雑種地の比準地目
当該地の現況が、宅地の一部として使用している場合は、宅地比準としました。

②　宅地及び雑種地以外の地目で現況（課税）地目を雑種地とする場合
転用許可を受けた農地、太陽光発電施設用地や宅地の一部として使用している田畑・山林等については、現況

（課税）地目を雑種地としました。
但し、太陽光発電施設用地のうち、登記簿の地目が宅地の場合は、宅地のままで課税しました。

　納税通知書の発送について
平成30年度の固定資産税の納税通知書は、４月13日（金）に発送されます。第１期及び全期前納の場合の納付
期限は、５月１日（火）です。
　固定資産税台帳の縦覧について
地方税法第416条の規定による土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧は、５月１日（火）まで、役

場税務課窓口で実施しています。

〇固定資産税の前納報奨金制度廃止のお知らせ〇固定資産税の前納報奨金制度廃止のお知らせ
平成31年度（来年度）から、固定資産税の前納報奨金制度が廃止となります。
　廃止の理由
◇この制度は、税収の早期確保や納税意識の向上等を目的に創設されまし
たが、口座振替やコンビニ納付の普及などにより、納税者の意識も高ま
り、所期の目的が達成されたこと。

◇固定資産税だけが前納報奨金制度の対象であり、かつ、制度を利用でき
るのが全期分を一括納付できる人に限られていることから、納税者間・
納付方法・他税目との公平性を確保する必要があること。

　手続きについて
口座振替を利用されている方で、前納から期別納付への変更を希望される方は、振替口座をお持ちの取扱金融機
関の窓口で、変更の手続きをお願いいたします。
また、共有名義分についても、期別納付への変更を希望される場合は同様に手続きをお願いいたします。
平成31年度から前納報奨金制度は廃止となりますが、これまでと同様に納付書または口座振替により全期分を
一括で納付することはできます。
これまで早期納税にご協力いただいた皆様には、心からお礼を申し上げますとともに、制度廃止へのご理解と引
き続き納期限内納付にご協力をお願いいたします。

問い合わせ　税務課　資産税係　☎0287-92-1120
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〇町税などの新しい納付方法が始まります〇町税などの新しい納付方法が始まります
那珂川町の新しい収納方法として、平成30年４月より｢ヤフー公式アプリ｣を用いて町税の納付ができるサービ

スが始まりました。お手持ちのスマートフォンやタブレットを用いて、納付書に印刷されたバーコードを読み取り、
現金（銀行口座からの支払い）や電子マネー等によりお支払いができるサービスです。コンビニや指定の支払窓口に
出かけることなく、自宅で簡単に24時間納付ができます。手数料は一切かかりません。
▶Yahoo!IDとYahoo!マネーの登録がない方

▶Yahoo!IDとYahoo!マネーの登録がお済の方
ヤフー公式アプリをApp StoreもしくはGoogle Playから｢ヤフー公式｣で検索ダウンロードして、税目ごとの納付

書記載のコンビニ用バーコードを読み取り、納付することができます。
納付の履歴はアプリ内の｢ウォレット利用明細｣にて２年間ご確認いただけます。なお、下記のものは納付ができ
ませんのでご注意ください。

▶利用される方への注意点
１．領収書が発行されません
アプリ内で確認ができるのは２年間です。特に軽自動車の車検等で納税証明書が必要な方は、税務課までお越し
ください。アプリ内の納付履歴は、あくまで納付の管理だけですので、法的手続きをする際には使用できません。
２．ご利用できない納付書があります
上記の利用ができない納付書をもう一度確認してください。
３．納付後税務課にて収納確認が完了できるまでお時間をいただきます
税務課に収納連絡が届くのが７日から10日ほど時間がかかります。コンビニ利用期限日の直近の納付により、督
促状が行き違いになってしまう場合がありますので、ご容赦ください。
４．水道料金も納付ができます
水道使用料及び下水道利用料も同じように納付できます。ただし、コンビニ用バーコードの記載がないものは利
用できませんので、ご注意ください。
▶しっかり納税計画を立てましょう！
税金は収入や資産の有無に応じて必ず毎年課せられます。しっかり納税計画を立て、滞りなく納付しましょう。
税金はあなたが毎日通っている道路の維持や、子どもたちの教育費などになります。税金は、「自分だけが納付しな
くても」ではなく、皆がしっかり納付し、子どもたちの成長を見守ったりきれいな道路で気持ちよくお出かけした
りしませんか？
那珂川町では、積極的に滞納整理を行っています。遅滞なく納付しましょう。

問い合わせ　税務課　管理収税係　☎0287-92-1120

Yahoo!JAPANマネーの登録 銀行口座の登録

パソコンやスマートフォンで簡単作成

この方法で納付される方は、Yahoo! ID と Yahoo! マネーの登録が必要です。Yahoo! の公式ホームページから簡単に登録ができます。

パソコンやスマートフォンで簡単登録 お持ちの銀行を選択して必要な情報を入力

Yahoo!JAPAN　IDの作成

BANK

納付ができないもの

•　固定資産税納付書（全期分）
•　介護保険料用納付書
•　後期高齢者医療保険用納付書
•　コンビニ利用期限を過ぎているもの
•　破損や汚損で読み取れないもの
•　その他バーコードが印字されていないもの

納付書記載バーコード

税 務 課 か ら
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３月12日に中学校で、19日に小学校で卒業式が行われました。３月12日に中学校で、19日に小学校で卒業式が行われました。
卒業生は、たくさんの思い出が詰まった学び舎に別れを告げ、新卒業生は、たくさんの思い出が詰まった学び舎に別れを告げ、新

たなスタートに向かって大きな一歩を踏み出しました。たなスタートに向かって大きな一歩を踏み出しました。

各学校の卒業者数
馬頭中学校　　82人
小川中学校　　42人
馬頭小学校　　48人
馬頭西小学校　６人
馬頭東小学校　14人
小川小学校　　52人

小川中学校小川中学校

馬頭中学校馬頭中学校

馬頭小学校馬頭小学校

馬頭西小学校馬頭西小学校 馬頭東小学校馬頭東小学校

小川小学校小川小学校
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３
月
３
日
、
馬
頭
西
小
学
校
音
楽
室
で
全

校
児
童
と
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
約
１
６
０

人
が
出
席
し
、
閉
校
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

馬
頭
西
小
学
校
は
、
平
成
13
年
に
小
口
小

学
校
と
小
砂
小
学
校
が
統
合
し
、
馬
頭
町
立

馬
頭
西
小
学
校
と
し
て
開
校
。
平
成
15
年
に

県
学
校
音
楽
祭
中
央
祭
合
奏
の
部
に
初
出
場
、

こ
れ
ま
で
に
述
べ
11
回
出
場
す
る
と
い
う
素

晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
福
島
町
長
や
鈴
木
校
長
の
あ

い
さ
つ
後
、
記
念
品
贈
呈
と
校
旗
返
納
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
児
童
代
表
の
大
森
春
輝
さ
ん

（
６
年
）は「
僕
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
中
学
校
、

馬
頭
小
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
環

境
が
変
わ
っ
て
も
、
馬
頭
西
小
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
僕
た
ち
は
、
馬
頭
西
小
学
校
で
共
に
過

ご
し
た
日
々
を
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
」と
話

し
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
校
庭
で
全
児
童

に
よ
る
風
船
飛
ば
し
が
行
わ
れ
、
藤
田
絢
音

さ
ん（
６
年
）の
合
図
で
一
斉
に
手
放
し
た
風

船
が
青
空
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
飛
ん
で

い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
ふ
る
さ
と
大
使
の
工
藤
慎
太

郎
さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
音
楽
室
で
行

わ
れ
、全
児
童
、保
護
者
な
ど
が
参
加
し
、「
心

は
ふ
る
さ
と
」を
一
緒
に
歌
う
な
ど
学
び
舎

と
の
楽
し
い
思
い
出
を
刻
み
ま
し
た
。

馬
頭
西
小
学
校
は
、
３
月
末
で
17
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
、
４
月
よ
り
馬
頭
小
学
校

へ
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

馬
頭
西
小
学
校
が
閉
校
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子
育
て
講
演
会

２
月
27
日
、
県
こ
ど
も
若
者
・
ひ
き
こ

も
り
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス
★
と

ち
ぎ
セ
ン
タ
ー
長
中
野
謙
作
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
子
育
て
講
演
会
が
す
こ
や
か
共

生
館
で
開
催
さ
れ
、
教
育
関
係
者
な
ど
約

80
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

「
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
と

支
援

地
域
み
ん
な
で
関
わ
る
子
ど
も
の

心
育
て

」と
題
し
た
講
演
で
は
、
公
的

支
援
対
象
者
の
約
３
倍
は
民
間
活
力
・
地

域
の
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
若
者

が
い
て
、
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
支
援

し
て
い
く
必
要
性
を
、
事
例
を
交
え
な
が

ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

若
鮎
駅
伝

３
月
４
日
、
大
桶
運
動
公
園
に
て
第
15

回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
大
会
と
第
７
回

南
那
須
小
学
生
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
は
、
県
内
外
か

ら
37
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
大
桶
運
動
公
園

を
発
着
点
に
那
珂
川
沿
い
を
一
周
す
る
６

区
間
約
25
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
沿
道
か
ら
の
声
援
を
力
に
変

え
、
懸
命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、「
文
星
芸
大
附
A
」が
優
勝
し

ま
し
た
。

本
町
出
場
チ
ー
ム
の
結
果

な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝

24
位　

那
珂
川
町
体
育
協
会
Ａ

33
位　

Ｊ
Ａ
な
す
南

36
位　

小
川
中
サ
ッ
カ
ー
部

南
那
須
小
学
生
駅
伝
大
会

小
学
生
の
部

１
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
A

４
位　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
A

５
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
B

年
少
の
部

２
位　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
B

３
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
D

南
那
須
小
学
生
駅
伝
大
会
は
、
本
町
と

那
須
烏
山
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
計
15
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
大
桶
運
動
公
園
を
周
回

す
る
５
区
間
7.5
㎞
の
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
タ
ー
ト

を
切
る
と
力
強
い
走
り
を
見
せ
、
会
場
に

駆
け
付
け
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
保
護
者
、

地
域
の
方
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
地
元
特
産
品「
八
溝

し
し
ま
る
」の
し
し
汁
や
豚
汁
、
う
ど
ん
、

い
ち
ご
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
の

疲
れ
た
心
と
体
を
癒
や
し
ま
し
た
。

絵
本
ラ
イ
ブ

３
月
10
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
共
生
館
で
町
立
図
書
館
主
催
の

絵
本
作
家
川
端
誠
さ
ん
の「
絵
本
ラ
イ
ブ

＆
講
演
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
端
誠
さ
ん
は
、
幼
児
向
け
の
絵
本
か

ら
大
人
も
楽
し
め
る
落
語
絵
本
な
ど
多
彩

な
テ
ー
マ
で
作
品
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

午
前
は
、
絵
本
ラ
イ
ブ
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
絵
本
作
り
の
裏
話
で
、
大
人
も

子
ど
も
も
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

午
後
に
は
、
絵
本
作
家
に
な
っ
た
き
っ

か
け
や
絵
本
作
り
の
制
作
過
程
を
、
笑
い

を
交
え
な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
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防
火
座
談
会
を
開
催

那
珂
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
、
全
国

春
季
火
災
予
防
運
動
期
間（
３
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
）に
併
せ
て
、
馬
頭
地
区
の

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
防
火
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
防
火
座
談
会
は
、
地
域
で
の
火
災

防
火
の
普
及
を
目
的
に
、
各
地
区
を
巡
回

し
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
那
珂
川
消
防

署
職
員
を
講
師
に
招
き
、
今
年
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
及
び
救
急
車
の
適
正
利
用

な
ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

座
談
会
に
は
地
域
の
住
民
や
消
防
団
員

も
参
加
し
、
家
庭
に
お
け
る
火
災
の
注
意

点
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
や
１
１
９
番
通
報
の
し

く
み
を
確
認
し
、
地
域
で
火
災
を
出
さ
な

い
意
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

消
防
団
に

ポ
ン
プ
車
２
台
配
置

那
珂
川
町
消
防
車
両
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
は
２
台
の
消
防
車
両
が

更
新
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
17
日
、
町
役
場

に
お
い
て
消
防
団
へ
の
消
防
車
両
引
渡
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
更
新
さ
れ
た
車
両
は
、
第
３
分
団

第
４
部（
大
山
田
上
郷
）に
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
、
第
６
分
団
第
１
部（
三
輪
１

〜
３
区
、
神
田
町
、
東
戸
田
）に
ポ
ン
プ

自
動
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

引
渡
式
終
了
後
、
消
防
団
の
み
な
さ
ん

は
、
新
し
い
車
両
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
、

入
念
に
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

馬
頭
高
校
と

包
括
連
携
協
定
調
印

３
月
26
日
、
町
と
馬
頭
高
校
は
、
活
力

あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
と
発

展
を
目
的
に
、
包
括
連
携
協
定
を
役
場
に

て
調
印
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
町
内
の
地
域
資
源
を
改
め
て

認
識
し
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、
地
域
で

活
動
、
活
躍
す
る
人
た
ち
を
先
生
と
と
ら

え
た
、
那
珂
川
町
な
ら
で
は
の
学
問「
な

か
が
わ
学
」の
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

馬
頭
高
校
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
、
地
方
創
生
に
協
力
す
る
高
校
生
の

育
成
を
目
指
す
地
域
学
習「
那
珂
川
学
」を

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
相
互

に
連
携
し
協
力
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

３
月
27
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
共
生
館
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
、
６
人
の
隊
員

が
活
動
報
告
や
平
成
30
年
度
の
活
動
予
定
、

今
後
の
展
望
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
後
の
意
見
交
換
で
は
、
参
加

者
か
ら「
今
以
上
に
住
民
と
協
力
隊
が
関

わ
り
を
持
ち
、
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
」や「
住
民
と
協
力
隊
が

交
流
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
い
い
」な
ど

の
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
か
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た

小
鮒
千
文
隊
員
と
佐
藤
悠
矢
隊
員
は
、
３

月
末
で
３
年
間
の
任
期
を
終
え
て
、
退
任

し
ま
し
た
。

新町行政区では、防災訓練を同時開催しました

19 広報なかがわ　平成30年４月10日



町AED設置場所

至大田原市

至大子町

R293

R294

小川出張所

那珂川町役場

小砂

芳井

和見

大山田
上郷

大山田
下郷

大那地

谷川
5757 5656 5454
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2222 2424
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2828
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6161

1313

55
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49
38
39 37
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41 42

43 44

18
19

11
1216

9
10

56 7
8

1 2

2923

盛泉

松野

大内

ご存知ですか？
AEDの設置場所 問い合わせ

健康福祉課　健康増進係　☎0287-92-1119
AED（自動体外式除細動器）とは・・・
　AEDは、心臓がけいれんし血液を流すポンプ機能を失
った状態時に電気ショックを与え、正常なリズムに戻すた
めの医療機器です。この機器の適正な使用によって、尊い
命が救われています。

（参考例です）

AEDの貸出について
　那珂川町住民の方を対象とする行事に対して、
AEDの貸出を行っています。利用条件等がございますので
詳細につきましては健康福祉課健康増進係にご連絡ください。
救命講習について
　那珂川消防署では、定員１名～10名以上のグループを対象に
救命講習を実施しています。お申し込みは那珂川消防署☎0287-92-2800へご連絡ください。

町が設置している場所
那珂川消防署が把握している場所

平成30年4月1日現在
１ 那珂川町役場 22 JAなす南 北部セレモニーホール 43 わかあゆ認定こども園
２ 馬頭図書館 23 観光センター（道の駅） 44 すこやか共生館
３ 馬頭総合福祉センター 24 那珂川警察署 45 まほろばの湯 湯親館
４ 県立馬頭高等学校 25 坂本クリニック 46 佐藤歯科医院
５ 馬頭広重美術館 26 高野歯科医院 47 遅沢歯科医院
６ 総合体育館 27 特別養護老人ホーム 八溝の里 48 JAなす南 小川支店
７ 健康管理センター 28 シポレックス 49 小川中学校
８ なかのこ認定こども園 29 馬頭東小学校 50 小川中学校 体育館
９ 馬頭小学校 体育館 30 JAなす南 大内支店 51 上野医院
10 馬頭小学校 31 馬頭ゴルフ俱楽部 52 鈴木整形外科
11 馬頭中学校 32 えにし苑 53 特別養護老人ホーム かたくりの郷
12 馬頭運動場 33 うぐいすの森ゴルフクラブ 54 吉野工業所 小川第二工場
13 JAなす南 馬頭支店 34 デイサービスセンターえがお 55 なす風土記の丘資料館
14 足利銀行 馬頭支店 35 大山田ノンフェール 56 長谷川歯科クリニック
15 飯塚医院 36 大野ゴム工業 57 在宅介護支援センター リヴレット
16 ひばり認定こども園 37 小川出張所 58 那須小川ゴルフクラブ
17 特別養護老人ホーム 和見の里山 38 小川体育館 59 ジュンクラシックカントリークラブ
18 温泉浴場ゆりがねの湯・定住センター 39 小川小学校 60 南那須地区斎場
19 青少年旅行村 グリーンヒル 40 小川武道館 61 JAなす南 本店
20 那珂川苑 41 小川公民館 62 JAなす南 中央支店
21 南平台温泉ホテル 42 小川運動場 63 吉野工業所 那須小川工場
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子育て支援課　母子保健係からのお知らせ
予防接種勧奨のお知らせ
●日本脳炎予防接種（第２期）について
　対象者　平成12年４月２日～平成13年４月１日まで（高校３年生に年齢相当）
●麻しん風しん予防接種（第２期）について
　対象者　平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれの年長児
［接種方法］　医療機関に予約し予診票と母子健康手帳を持参し、接種してください。
［接種期間］　平成31年３月31日まで
［接種料金］　無料
［医療機関］　別表の医療機関（町外の医療機関でも県内予防接種協力医療機関であれば無料で接種できます。）

ロタウイルス胃腸炎予防ワクチン予防接種費用助成のお知らせ
　小児感染症予防対策のため任意接種であるロタウイルス胃腸炎予防ワクチン接種費用の一部を平成30年４月１
日から助成します。
◯対象児　平成30年１月１日以降に生まれた児
◯対象時期、接種回数・量、助成金額

◇ワクチンは２種類あります。接種開始の時期は、生後14週６日までが推奨されています。

ロタリックス（１価ワクチン） ロタテック（５価ワクチン）

接種時期 生後６週の初日から24週 生後６週の初日から32週

接種（飲む）回数 ４週間以上の間隔で２回 ４週間以上の間隔で３回

１回に接種する量 1.5ml ２ml

助成金額 １回あたり7,500円を２回 １回あたり5,000円を３回

〇接種方法　　接種を希望する場合は、接種前に医療機関へ予約し、どちらのワクチンを使用するか確認します。
その後町へ申請を行い予診票の交付を受けます。（母子健康手帳と印鑑をご持参ください）

①　町内医療機関
　別表の医療機関で接種後、接種金額から助成金額を差し引いた額を自己負担として支払います。

②　町外医療機関
　一度接種料金を全額支払い、接種後申請により助成金額が還付されます。（予防接種を受けた日から起
算して60日以内に子育て支援課において助成の手続きが必要です。その際には、予防接種費助成申請書、
予防接種予診票、領収書、母子健康手帳、印鑑が必要です。）

《別表》

飯塚医院
☎0287-92-2034

上野医院
☎0287-96-5151

坂本クリニック
☎0287-92-1166

佐藤医院
☎0287-96-2841

高野病院
☎0287-92-2520

問い合わせ　子育て支援課 母子保健係　☎0287-92-4085
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子育て支援センター
☎0287－96－5223
わかあゆわかあゆ

☎0287－92－5055
ひばりひばり

☆砂場であそぼう☆　
　砂場でみんなと一緒に遊びましょう。
日時　４月18日(水)　午前10時30分～

人数　８組　申し込み　４月13日(金)まで
☆新聞紙であそぼう☆　
　丸めたり、ちぎったりして楽しく遊びましょう。
日時　４月25日(水)　午前10時30分～
人数　15組
申し込み　４月20日(金)まで

：子育て支援センターわかあゆ
：子育て支援センターひばり

☆こいのぼりを作ろう☆　
　お子さんの健やかな成長を願ってこいのぼ
りを作りましょう。

日時　５月２日(水)　午前10時30分～
人数　15組　申し込み　４月27日(金)まで
☆ママにプレゼントを作ろう☆　
　母の日に手作りのプレゼントをしましょう。
日時　５月９日(水)　午前10時30分～　人数　15組
申し込み　５月２日(水)まで

　４月27日(金)は、きらきらベビー
クラスのため、子育て支援センター
わかあゆは午前中お休みです。
　午後は２時から利用できます。

　子育て支援センターは、0歳から就学前までのお子様とご家族の方が一緒にあそべる場です。親子のふれあい、
交流の場、情報交換、育児相談の場として気軽にご利用ください。
利用日時　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時

おおきくなったかな？　　
４月23日（月）～ 27日（金）
身長と体重が測れます。

4月 5月

♥きらきらベビークラス♥～もう悩まない！離乳食作り～　
日時　４月27日(金)　午前10時～ 11時30分
対象　（０～ 13か月未満のお子さんとその家族）
講師　小鮒　千文さん　　小室　綾恵（町管理栄養士）
場所　健康管理センター　人数　15組
持ち物　エプロン、三角巾、飲み物、おんぶひも（託児用）
申し込み　４月24日(火)まで　子育て支援センターわかあゆ
＊４月からきらきらベビークラスは子育て支援センターの事業になりま
した。
＊予約制となります。今年度より終了後のランチ提供はありませんので
ご了承ください。

●マタニティクラス～ハローベビー～
　５月はマタニティヨガです。ヨガで出産に向けた
体づくりと、心のリフレッシュをしましょう！
日時　５月８日（火）　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
持ち物　バスタオル・母子健康手帳
講師　小澤　有紀さん（ヨガインストラクタ―）

●ママのセルフケア教室
　産後はママの心と体にとって大切な時期です。一人
で悩まず、同じお母さんたちと楽しく運動＆おしゃべ
りしにきませんか？
対象　生後１か月～７か月までの赤ちゃんとそのお母さん
日時　５月18日（金）　午前10時～午後１時
内容　バランスボールを使った運動と参加者同士のワ

ーク。終了後に産後の養生ランチ。
場所　健康管理センター
講師　佐藤直子さん（NPO法人マドレボニータ認定　

産後セルフケアインストラクタ―）

●ベビープログラム“赤ちゃんがきた！”
　初めての子育ての楽しさ、不思議さをおしゃべりを
通して共有しませんか？
対象　初めて赤ちゃんを育てているお母さんとそのお

子さん（おおむね２か月～５か月）
時間　午前10時～正午（各回とも）
場所　健康管理センター
日程　第１回 ５月17日（木） 新しい出会い

第２回 ５月24日（木） 赤ちゃんのいる生活
第３回 ５月31日（木） 赤ちゃんとの接し方
第４回 ６月７日（木） 親になること

●産後サロン
　赤ちゃんを産んで間もないお母さん同士、ランチ
を食べながら半日ゆったり過ごしてみませんか？
対象　生後２週間～３か月までの赤ちゃんとそのお

母さん
日時　４月24日（火）・５月29日（火）
　　　いずれも午前10時～午後１時
内容　授乳や関わり方、お母さんの体調の相談など
場所　健康管理センター
講師　浅川まり子さん（助産師）

※各教室とも事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。
らせらせらせ子育て世代包括支援センターからのお知ら子子子子育て世代包括支援センターから育育子子子子子子育て世代包括支援センターからのお子子子育て世代包括支子子育て世代包括支援センタ からのお育子育て世代包括支援センタ からのお知子子子子子子子子子子子育育育子育て世代世代包代包括支括支支援セ援センセンタンターかーからからのお せせせせせせせららら知らせせせせせ知らら知らせお知らせらららせらせらせらせせせせせせ子育て世代包括支援センターからのお知らせ

申し込み・問い合わせ　子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085

●母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安などをフォロ
ーするため、保健師がお話を聞きながらお渡ししています。
交付を希望される方は下記までご連絡ください。
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
国際中医薬膳師　小鮒千文

Vol.29

食べる地域おこし

ストレスと上手につきあっていくためには、ストレスとの距離感がポイントの一つとなります。
いまの自分の心身の状態を振り返り、どんな状況に置かれているのか、見つめ直してみましょう。ストレスが
かかりすぎないように、上手くつきあっていくためにも、それぞれの状況に合わせたストレスとのつきあい方を
身に付けることが大切です。

◆ストレスと向き合い、問題を解決したいとき

①　モノの見方や気の持ち方を変えてみる
　・友人や家族のアドバイスを想像し、視点を変えて考える
　・自分にはどうしようもないことで自分を責めていないか、考え直す
②　周りにサポートを求める
　・一人で悩まず、周囲の人や専門機関に相談をしてみる

◆ストレスから離れて、心身ともに休みたいとき

①　問題を考えないようにする、忘れようとする
　・時には逃げることも大切
　・一人になる時間をつくる
②　身体を動かして、ゆっくり休む
　・ジョギング、水泳、家事、入浴など
③　五感を使って気持ちを穏やかにする
　・花をみる、音楽を聴く、アロマ、好きな物を食べる、マッサージなど

　いよいよ新年度がはじまりました。みなさまいかが
お過ごしでしょうか。
　今回は変化の多い春に、ココロとカラダを癒す優し
いお茶をご紹介します。緊張や同じ姿勢が続くと氣血
が滞りやすくなります。疲れを感じたら、軽いストレ
ッチや運動でカラダをほぐして血流アップ。ストレス
や緊張には、深呼吸やアロマやハーブティーがおすす
め、心身の疲れはその日のうちに解消を目標に、桜の
花舞う春も朗らかに楽しみましょう。

＊みなさまへ＊
　私は地域おこし協力
隊として３年間の活動
を終え、４月からは夫
と共に農園を営みなが
ら、薬膳の仕事をして
います。昨年と同様に、
産前産後養生の事業や
地域団体主催の各種薬膳教室は継続します。今後は、
少しエリアを広げ各地で定期的な教室も開催する予定
です。どうぞこれからもよろしくお願いします。

【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に

【4月のおすすめ食材】
のびる・こごみ・葉物野菜(菜花、かき菜など)

【変化の春におすすめの薬膳的ハーブティー】
＊リラックスタイムには、さっぱり爽やかな柑橘系の
香り。氣の巡りをよくするのでストレス解消や疲労回
復におすすめ。
・柚子・レモンバーム・レモングラス・ベルガモット

＊胃腸の不調やムカムカには、爽やかな香りのバジル
系のお茶がおすすめ。胃腸は元氣の源、疲れた時の夕
食は軽めにして休ませてあげましょう
・ミント・シソ・ホーリーバジル

保健師コラム こころの健康２　～ストレスとの上手なつきあい方～

【相談窓口】
役場健康福祉課健康増進係　☎0287-92-1119　　栃木県烏山健康福祉センター　☎0287-82-2231
栃木県精神保健福祉センター　☎028-673-8785　　栃 木 い の ち の 電 話　☎028-643-7830

え直す
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那珂川町図書館ホームページ　http://www.lib-nakagawa.jp

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

◇『
60
歳
か
ら
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ご
は
ん
』

荒
木　

厚
／
監
修

◇『「
週
刊
文
春
」と「
週
刊
新
潮
」』

花
田　

紀
凱
／
著

◇『
お
隣
り
の
イ
ス
ラ
ー
ム
』

森　

ま
ゆ
み
／
著

◇『
ち
ゃ
ん
と
歩
け
る
日
光
街
道 

奥
州
街
道
』　

八
木　

牧
夫
／
著

◇『「
家
事
の
し
す
ぎ
」が
日
本
を
滅
ぼ
す
』

佐
光　

紀
子
／
著

◇『
世
界
最
高
の
子
育
て
』

ボ
ー
ク
重
子
／
著

◇『
ツ
ウ
に
な
る
！
ワ
イ
ン
の
教
本
』友

田　

晶
子
／
著

◇『
普
段
使
い
が
可
愛
い
小
さ
な
布
花
コ
サ
ー
ジ
ュ
』

藤
本　

裕
美
／
著

◇『「
北
の
国
か
ら
」で
読
む
日
本
社
会
』藤

波　

匠
／
著

◇『
俳
句
の
誕
生
』

長
谷
川　

櫂
／
著

◇『
長
く
高
い
壁
』

浅
田　

次
郎
／
著

◇『
青
く
て
痛
く
て
脆
い
』

住
野　

よ
る
／
著

◇『
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
』

徳
永　

圭
／
著

◇『
か
ち
が
ら
す 

幕
末
を
読
み
き
っ
た
男
』

植
松　

三
十
里
／
著

◇『
卑
弥
呼
の
葬
祭
』

高
田　

崇
史
／
著

◇『
ベ
ス
ト
・
エ
ッ
セ
イ　

２
０
１
７
』

日
本
文
藝
家
協
会
／
著

◇『
ほ
ど
ほ
ど
快
適
生
活
百
科
』

群　

よ
う
こ
／
著

◇『
ペ
ネ
ロ
ペ
の
し
ん
が
っ
き
』　アン

・
グ
ッ
ト
マ
ン
／
著

◇『
ワ
タ
ナ
ベ
さ
ん
』

北
村　

直
子
／
著

◇『
か
ぞ
え
て
み
よ
う
』

デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ
／
著

◇『
か
ぜ
ビ
ュ
ー
ン
』

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ　

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
／
著

◇『
い
っ
し
ょ
の
ち
が
う
も
の
』

武
内　

澄
子
／
監
修

◇『
あ
っ
ぱ
れ
歴
史
人
物
事
典
』

大
石　

学
／
監
修

◇『
超
訳
こ
ど
も「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
」』

齋
藤　

孝
／
著

◇『
学
研
ま
ん
が
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
日
本
の
伝
記
⑦
〜
⑩
』

田
代　

脩
ほ
か
／
監
修

◇『
日
本
地
図
の
迷
宮
』

井
田　

仁
康
／
監
修

◇『
ざ
ん
ね
ん
な
偉
人
伝
』

真
山　

知
幸
／
著

◇『
も
ふ
も
ふ
動
物
』

今
泉　

忠
明
／
監
修

◇『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
わ
か
る
星
と
宇
宙
』

藤
井　

旭
／
監
修

◇『
め
い
ろ
日
本
一
周
』

中
山　

け
ー
し
ょ
ー
／
著 

◇『
ち
い
さ
な
プ
リ
ン
セ
ス
ソ
フ
ィ
ア友

情
ス
ト
ー
リ
ー
』

駒
田　

文
子
／
文

◇『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
裏
話
』

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
／
著

一
般
書

児
童
書

那珂川町
図書館

小川図書館小川図書館 馬頭図書館馬頭図書館

小川おはなし会
・日時　５月12日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。

婦人ボランティアのおはなし会
・日時　４月14日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。

高校生ボランティアのおはなし会
・日時　４月15日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。

たのしい絵本と紙しばいの会
・日時　４月19日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

４月16日～５月15日のお休み
馬頭図書館　☎0287-92-5015
４月16日（月）、23日（月）、
５月１日（火）、７日（月）、14日（月）

小川図書館　☎0287-96-2335
４月20日（金）、27日（金）、
５月２日（水）、４日（金/祝）、11日（金）
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俳　

句

里
山
に
人
の
動
き
や
畦
青
む 

馬　

頭　
　

黒
澤　

信
子

火
の
山
を
据
ゑ
下
萌
の
御
用
邸 

小　

川　
　

小
川
の
ぶ
子

蕗
の
薹
摘
ん
で
鼻
孔
に
か
を
り
つ
む 

小　

川　
　

和
泉
す
み
を

咲
き
初
め
し
と
こ
ろ
よ
り
揺
れ
初
桜 

松　

野　
　

大
高　

松
竹

花
の
雨
降
り
出
す
音
に
目
覚
め
け
り 

矢　

又　
　

菊
池　

君
子

正
面
に
座
す
雛
飾
り
新
庁
舎 

松　

野　
　

鶴
川　

良
子

短　

歌

も
う
元
に
戻
る
は
ず
な
し
曲
が
り
か
け
た
る
わ
が
背
を
鏡
に
映
す

三　

輪　
　

石
澤
千
代
子

思
い
切
り
す
が
っ
て
泣
け
る
母
が
居
て
我
慢
す
る
子
に
な
れ
た
と
思
う

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

大
寒
に
な
れ
ば
出
る
と
ふ
蕗
の
薹
枯
草
の
中
に
未
だ
隠
る
る

小　

口　
　

影
沢　

よ
し

早
春
の
空
晴
れ
わ
た
り「
ゆ
ず
か
み
」の
梅
の
梢
を
雀
ゆ
ら
せ
り　

盛　

泉　
　

佐
藤　
　

茂

た
ん
ぽ
ぽ
が
地
を
這
う
よ
う
に
咲
き
続
く
耕
や
す
こ
と
な
き
畑
の
な
か
に

盛　

泉　
　

岡　

イ
チ
エ

川　

柳

ど
う
し
て
も
楽
な
方
へ
と
足
が
向
く 

馬　

頭　
　

稲
沢　

誠
一

足
音
で
家
族
の
帰
り
判
る
犬 

馬　

頭　
　

阿
久
津
紀
子

子
の
家
に
住
み
変
え
足
も
の
ば
せ
な
い 

小　

砂　
　

松
岡
ヒ
ロ
シ

揚
げ
足
を
取
っ
て
自
分
を
曝
け
出
す 

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

し
が
ら
み
を
切
っ
て
六
十
五
の
決
意 

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

お
参
り
も
少
な
く
な
っ
た
鎮
守
さ
ま 

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

平成30年4月より那珂川町福祉相談事業が始まります!!
生活のなかで、困っていることや心配なことはありませんか？

お近くの　福祉相談センターへお気軽にご相談ください
　福祉相談センターでは、障害や介護に関する相談をはじめ、福祉、生活に関することや、「どこに相談したらよい
かわからない」といった悩みに専門相談員が応じ、皆さんの生活をサポートしていきます。

　福祉相談センター

名称 開設窓口 開設日 開設時間 対象地区

東部福祉
相談センター

大山田ノンフェールくらねぇ
☎0287-93-6022
大山田下郷955

E-mail : k.non-faire@nactv.ne.jp

月・木・金・土・日
（盆・年末年始除く）

午前８時30分～
午後５時15分

全地区
中央福祉
相談センター

那珂川町社会福祉協議会
☎0287-92-3002または1273

馬頭560－１
E-mail : pony@nakagawa.syakyo.com

月～金
（祝日・年末年始除く）

西部福祉
相談センター

リヴレット
☎0287-96-5555
芳井840－４

E-mail : doai-rivu@image.ocn.ne.jp

月～金
（年末年始除く）

電話・来所・メールによる相談のほか、訪問による相談も受け付けますので、お気軽にご連絡ください。
問い合わせ　健康福祉課　☎0287-92-1119
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有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

ぜひ
ご利用ください

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
方
法
変

更
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
ゴ
ミ
の
収
集
方
法
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

缶
類

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
出
し
方

　

穴
を
空
け
て
ス
チ
ー
ル
缶
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
他
の
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
、
今
ま

で
と
同
じ
く
穴
を
空
け
て
燃
や
さ
な
い
ゴ
ミ

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

紙
類

新
聞
紙
の
出
し
方

　

新
聞
と
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
新
聞
収
集
日

に
ま
と
め
て
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
新
聞
に
折
り
込
ま
れ
て
い
た
チ
ラ
シ
に

限
り
ま
す
）

雑
紙
の
出
し
方

　

束
ね
て
十
文
字
に
縛
る
出
し
方
の
他
に
、

ご
家
庭
に
あ
る
紙
袋（
持
ち
手
も
紙
製
の
も

の
）に
入
れ
て
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

細
か
い
紙
片
な
ど
も
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
き
は
、
持
ち

手
を
紙
製
の
ヒ
モ
等
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
の
減
量
と
、
資
源
の
再
利
用
の
た
め
、

分
別
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
左
図
：
雑
紙
を
ま
と
め
た
紙
袋
）

平
成
29
年
度
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
回
収
量
報
告

重　
　
　

量
：
2
0
2
5
kg

総　

個　

数
：
87
万
7
5
0
個

ワ
ク
チ
ン
代
：
1
万
1
2
5
円

ワ
ク
チ
ン
量
：
5
0
6
・３
人
分

　

皆
様
、
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課

　

☎
0
2
8
7（
９
２
）1
1
1
0

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
2
8
7（
９
２
）3
6
9
9

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方（
高
齢
者
）

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方（
高
齢
者
）

に
対
す
る
支
援
事
業
を
始
め
ま
す

に
対
す
る
支
援
事
業
を
始
め
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
、
運

転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
た
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
通
院
、
お
買
い
物
等
に
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者（
左
記
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

・
65
歳
以
上
で
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
日
か
ら
１

年
以
内
の
方

※ 

た
だ
し
、
平
成
30
年
度
に
限
り
、
平
成
25

年
４
月
１
日
以
降
に
自
主
返
納
さ
れ
た
方

の
申
請
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

支
援
内
容

①
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」利

用
回
数
券
２
冊（
20
枚
）

※
支
援
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

②
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業
記
念

品
申
請
及
び
交
付
の
方
法

・
申
請
場
所　

総
務
課
窓
口

・
交
付
方
法　

後
日
窓
口
に
て
直
接
交
付
し

ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の

・
栃
木
県
公
安
委
員
会
が
発
行
す
る「
申
請

に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

※
右
記
の
書
類
が
無
い
場
合
は
、「
運
転
経
歴

証
明
書（
有
料
）」

・
印
鑑

そ
の
他

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
運

転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
申
請
と
併
せ
て
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

☎
0
2
8
7（
９
２
）1
1
1
1
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八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

日時　５月10日（木）
　　　午後１時30分～４時30分　
会場　トコトコ大田原３階　
　　　市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者　那珂川町、大田原市、那須
塩原市、那須町、矢祭町、大子町の
住民
内容　栃木県弁護士会に所属する弁
護士（２名）が相談に応じます。
※相談時間は、１人20分
申し込み　５月２日（水）から９日
（水）までに、下記まで電話にてご予
約ください。定員になり次第、受付
は終了します。
問い合わせ　
大田原市総務課　☎0287-23-1111

「まほろば農園」
利用者募集のお知らせ

場所　那珂川町小川（舟戸）
　　　まほろばの湯湯親館西側
区画　１区画30㎡（全30区画）
利用料　１区画　年5,000円
利用期間　契約年度の３月31日ま
で（更新可）
無料で利用できる施設等　堆肥、管
理機、農具、灌水用水道など
申込方法　農林振興課備え付けの申
込書か、町ホームページから申請書
をダウンロードして提出（郵送可）
http://town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申し込み・問い合わせ　
農林振興課農政係　☎0287-92-1113

不動産無料相談会
のお知らせ

日時　①６月12日（火）、②９月11
日（火）、③12月18日（火）、④平成
31年３月12日（火）
午後１時30分～３時30分（予約制）
会場　那須烏山市烏山庁舎１階市民
室
申し込み・問い合わせ
（公社）栃木県宅地建物取引業協会　
県北支部　☎0287-62-6677

｢とちぎネットアンケート」
協力者募集中！

　県では、県民の皆さんの意識やニ
ーズを把握し、県政に反映させるた
め、インターネットを利用した県政
に関するアンケートに御協力いただ
ける方を募集しています。
　県内在住の満16歳以上の方で、月
１回程度のアンケートに御協力い
ただける方は、県ホームページ｢と
ちぎネットアンケート協力者募集｣
（http://www.pref.tochigi.lg.jp/c05/
pref/kouhou/iken/anke.html）の応募
フォームからお申込みください。
　多くの皆さんのご応募をお待ちし
ています。
問い合わせ　
県広報課　☎028-623-2158

生活環境課からのお知らせ

●平成30年度資源ごみ回収報償金
制度について
　那珂川町は廃棄物の減量化と再利
用を促進し、住民のごみ処理に対す
る意欲の高揚を図るため、資源ごみ
を回収する団体を支援します。ぜひ、
各団体の活動にご活用ください。
資源ごみ回収報償金
（１）支援内容
　資源ごみを回収する団体へ報償金
を交付します。

（２）対象団体等
　学校単位（授業を除く）や地域単位
で構成する団体であること。
●生ごみ堆肥化事業の実施について
　今年度も、新町・室町・南町・田
町・小川２区・小川３区・小川４区・
小川５区の全戸で「生ごみ分別収集」
を実施します。ご理解・ご協力よろ
しくお願いします。
〇対象地域にお住まいで、まだ水切
りバケツを受け取っていない世帯は
生活環境課までご連絡ください。
〇回収された生ごみに異物の混入が
見られます。生ごみ以外は入れない
ようにご協力お願いいたします。
〇地域通貨券は７月頃配布予定です。
問い合わせ
生活環境課　☎0287-92-1110

●４月１日から「馬頭処分場整備室」
の名称が｢県営処分場整備室｣に変更
になりました。
名称：栃木県環境森林部廃棄物対策
課県営処分場整備室
※所在地、電話・FAX番号は変更
ありません。
問い合わせ　
県営処分場整備室　那珂川分室
☎0287-92-1411

平成30年度　那珂川町臨時職員募集案内
◆募集期間　６月８日（金）まで
　※土日・祝日を除く午前８時30分から午後５時15分まで
（郵送の場合は当日消印有効）
◆申込書類
①臨時職員雇用願（役場農林振興課または小川出張所にあります。）
②資格・免許を証明するものの写し
　※那珂川町ホームページからもダウンロードできます。
（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp）
◆募集職種、予定人員、勤務日、職務内容・雇用条件等は、下記のとおりです。
職種 募集人員賃金（円） 勤務時間・日数 職務内容・雇用条件

施設維持
作業員 １ 日給

6,300
・月～金
・午前９時～午後５時

・林道・農道等の環境
美化、補修作業等
・町内に居住する方
・普通自動車免許

◆申し込み・問い合わせ　農林振興課　農林整備係　☎0287-92-1113
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那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわTOWN
6:00 文字放送6:30
7:00 NewsなかがわTOWN
7:30 文字放送
8:00 なかTVチョイス
8:30 文字放送
9:00 NewsなかがわTOWN
9:30 文字放送
10:00 栃木県提供番組10:30
11:00 NewsなかがわTOWN
11:30 文字放送
12:00 なかTVチョイス
12:30 NewsなかがわTOWN
13:00 文字放送
13:15 企画番組・文字放送13:30
14:15 文字放送14:30
15:00 NewsなかがわTOWN
15:30 文字放送
16:00 なかTVチョイス
16:30 文字放送
17:00 JAXA番組
17:30 THE　MAKING
18:00 見つめてみよう！植物の世界
18:30 企画番組・文字放送19:00
19:30 NewsなかがわTOWN
20:00 文字放送
20:15 栃木県提供番組20:30
21:15 NewsなかがわTOWN
21:45 文字放送
22:00 企画番組・文字放送22:30
23:00 NewsなかがわTOWN
23:30 文字放送
0:00 なかTVチョイス
0:30 文字放送
1:00 NewsなかがわTOWN
朝まで 文字放送

★お知らせ★
　都合により予告なく番組を変更
する事があります。電子番組表（リ
モコンの「番組表」ボタン）で確認
をお願いします。

県北健康福祉センター
からのお知らせ

●性感染症検査・ウイルス性肝炎（Ｂ
型・Ｃ型）検査の実施について
日時　毎週火曜日
　　　午前９時～10時
　　　（事前に要予約）
検査料金　無料
場所　県北健康福祉センター
申し込み　電話にて予約
●骨髄提供希望者登録受付の実施に
ついて
日時　毎週火曜日　
　　　午前11時～11時30分
場所　県北健康福祉センター
申し込み　電話または来所にて要予約
問い合わせ　県北健康福祉センター
　　　　　　☎0287-22-2679

★ケーブルテレビ企画番組

日　付 番　組　名

4/9～4/15
みんなで子育てわんぱく
広場（1月、3月収録）
・南那須地域医療を守る
会「腸活のすすめ」講演会

4/16～4/22 第11回落語を楽しむ会前編

4/23～4/29 第11回落語を楽しむ会後編

4/30～5/6 平成29年度なす風土記の
丘資料館遺跡報告会前編

5/7～5/13 平成29年度なす風土記の
丘資料館遺跡報告会後編

5/14～5/20 平成30年度馬頭中学校入学式

★なかTVチョイス

日　付 番　組　名

4/9～4/15
南那須地域医療を守る
会「えりのあコンサー
ト」後編

4/16～4/22 季節の花だより～春～（4月・5月・6月）再放送
4/23～4/29 第15回花の風まつり総集編①
4/30～5/6 第15回花の風まつり総集編②

5/7～5/13
宇都宮大学教育学部音
楽専攻生によるクラシ
ックコンサート①

5/14～5/20
宇都宮大学教育学部音
楽専攻生によるクラシ
ックコンサート②

第18回全国障害者スポーツ大会
(福井しあわせ元気大会)
派遣選手の募集について

派遣期間
10月11日（木）～10月16日（火）
※大会期日
10月13日（土）～10月15日（月）
開催地　福井県
申込期間
４月17日（火）～５月22日（火）
派遣人数　30人（予定）
募集競技や応募資格等、詳細は下記
へお問い合わせください。
問い合わせ・申し込み
特定非営利活動法人栃木県障害者ス
ポーツ協会　☎/FAX028-624-2761 
ホームページ　http://www.tochi-
shinkyo.org/spo.html

宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

ま
ん
が
ア
ー
ト
科
2
年　

荒
井　

麻
衣
さ
ん
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（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

白
石　
た
く

真ま　

憲綾
野 

馬　

頭

和
地　

優ま
さ

樹き　

勝
幸

早
苗 

 

健　

武

薄
井　

大だ
い

知ち　

俊
彦　

由
紀
子 

久
那
瀬

番
場
あ
か
り　

毅　
　
佳
世
子  

松　

野

藤
田　

朱あ
か

莉り　

秀
之

ま
み 

小　

砂

（
氏　

名
） 

（
年
齢
） 

（
住
所
）

大
金　
　

守　
（
86
） 

馬　

頭

髙
野　

マ
サ　
（
90
） 

馬　

頭

木
村　

輝
泉　
（
71
） 

富　

山

丹
治　

富
夫　
（
68
） 

富　

山

大
金　

キ
ノ　
（
95
） 

盛　

泉

関　
　

タ
キ　
（
82
） 

盛　

泉

鈴
木　

利
子　
（
85
） 

谷　

川

菊
池　

ヤ
ス　
（
88
） 

小　

砂

森
島
ミ
イ
子　
（
94
） 

小　

川

川
上　

和
男　
（
90
） 

小　

川

丸
山　

明
夫　
（
64
） 

小　

川

滝
田　

敏
男　
（
68
） 

吉　

田

稲
葉　
　

宏　
（
58
） 

白　

久 

長
谷
川
ノ
ブ　
（
90
） 

三　

輪

橋
本　

子　
（
96
） 

薬　

利

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
）

受
付
分　
　
　

敬
称
略

４月１日現在の人口
（住民基本台帳）

　男　 8,506 人（－25）
　女　 8,196 人（－26）
　計　 16,702 人（－51）
世帯数 6,068 （－ 2）
（　）内は前月との比較

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
星
里
奈
で
す
。

那
珂
川
町
に
来
て
１
年
が
経
ち
、

生
活
に
も
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き

ま
し
た
。

最
近
は
暖
か
く
な
っ
て
き
て
歩

く
に
は
気
持
ち
の
良
い
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
ね
。

協
力
隊
に
な
り
１
年
が
過
ぎ
、

今
ま
で
地
味
に
コ
ツ
コ
ツ
と
活
動

を
し
て
き
た
私
で
す
が
、
や
っ
と

形
が
出
来
て
き
て
、
こ
の
度
花
の

風
ま
つ
り
期
間
中
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
！

私
の
活
動
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
」

（
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
の
森
林
や
田

園
地
帯
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
小

道
の
こ
と
）の
コ
ー
ス
設
定
と
イ

ベ
ン
ト
企
画
で
す
。
そ
の
第
一
弾

と
し
て
今
回
は
小
砂
地
区
で
の
開

催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

小
砂
の
旧
馬
頭
北
保
育
園
を
ス

タ
ー
ト
、
新
緑
の
中
を
約
５
㎞
、

２
時
間
程
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
歩

き
、
お
昼
は
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
小
砂
お
母
ち
ゃ
ん

Ｃ
ａ
ｆ
é
の
ラ
ン
チ
を
食
べ
よ

う
、
と
い
っ
た
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
内
容
で
す
。

小
砂
の
里
山
や
棚
田
な
ど
、
普

段
か
ら
見
慣
れ
て
い
る
通
り
慣
れ

た
道
や
車
で
は
通
れ
な
い
よ
う
な

地
元
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
道
を

の
ん
び
り
と
歩
い
て
い
き
ま
す
。

普
段
な
に
げ
な
く
通
っ
て
い
る
道

で
も
気
に
し
て
み
る
と
色
々
な
出

会
い
や
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

【日時】４月29日（日）　
【場所】小砂旧馬頭北保育園スタート
・お母ちゃんCafeのランチ付き
※要予約です。参加費、内容の詳細は
チラシをご覧ください。
　チラシは、町役場・町観光協会に設
置してあります。
【問い合わせ・申し込み】
星（地域おこし協力隊）
E-mail:chioko-hoshi@nactv.ne.jp
☎070-4458-6354
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中央の松が生い茂る
洲
しゅうかんじま

乾島を抜けていくか
のように帆船が行き
交っています。細く伸
びる島の付け根には小
さな漁村が見え、紫雲
たなびく先には大山、

そして富士山が鎮
ちん

座
ざ

しています。さて、本図に描かれて
いるのはどこの風景でしょうか。
画題から察する方も多いと思いますが、答えは現在の

神奈川県横浜市中区（当時は武蔵国横浜村）。私たちが想
像する現在の近代的な港の風景とは大きく異なり、本図
からはのどかな横浜村と洲

しゅうかんみなと

乾湊の風景が見て取れます。
本来、横浜村は半農半漁業の村であり、農業の合間に獲
れた魚を神奈川宿（現神奈川区）や江戸日本橋まで売りに
行く漁師もいたようです。
本図が制作されたのは安政５年（1858）４月とされて

います。この｢安政｣と名の付く元号の時代はまさに幕末
の激動期であり、同年６月には日米修好通商条約が結ば
れ貿易のために各地に開港する事が決定されました。そ
の内の一つが、横浜港です。翌年の安政６年３月には埋
め立てなど工事が始まり、６月に横浜港が完成しました。
横浜港完成までの動きを見ると、本図が世に送り出され
てから約１年で、描かれた風景から大きく変化したとわ
かります。さかのぼって安政５年９月、本図を描いた広
重は生まれ育った江戸の地で生涯を閉じます。つまり、
本図を描いた広重は変わる前の風景を知っていますが、
横浜港としての風景は知らずにこの世を去ったのです。
激動の幕末期を終え、日本は新たに明治時代へ進みま

す。諸外国の影響を受け、世の中は大きく変化しました。
しかし｢歌川広重｣という名は広重の死後、二代、三代へ
と引き継がれてゆきます。彼らも激動の時代を生き、見
て、感じ、その変わりゆく風景を浮世絵に描き残しまし

た。明治維新から150年経った今、明治時代も遠い時代
になりつつあります。しかし、当時の姿を見て感じる事
が出来るのが浮世絵とも言えるのではないでしょうか。
本展は初代広重から三代広重までの風景画から、激動の
時代で３人の広重は何を見て、何を描き残したかをたど
ります。

馬頭広重美術館　学芸員　山内れい

【会　期】　４月20日（金）～５月27日（日）
【ミュージアムトーク】　４月21日（土）　　
午後１時30分～　当館学芸員
【開館時間】　午前９時30分～午後５時　
（ただし入館は午後４時30分まで）
【休館日】　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日　　
【入館料】　大人　500円（450円）　
　　　　　高・大学生　300円（270円）
※（　）は20名以上の団体料金　
※中学生以下は無料
※障がい者手帳等をお持ちの方とその付き添い１名は半額

企画展

「江戸から明治へ」
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第151回

「2018ＪＷＬ北関東インバウンドアワード」
銀賞受賞

馬頭広重美術館ではインバウンド事業（外
国人観光客に向けての活動）が評価され、２
月28日に行われた「2018ＪＷＬ北関東インバ
ウンドアワード」の表彰式で「観光アトラク
ション施設英語WEBサイト部門」銀賞を受賞
しました。

歌川広重　「冨士三十六景　武蔵野毛横はま」
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